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第4期NBRPイネ：2年目の活動と今後の課題

　ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP)は、5年ごと
に内容を見直しながら現在第4期に入っており、2018年度は
その2年目にあたります。第4期NBRPイネは「イネ属遺伝資源
の利活用高度化プロジェクト」のタイトルで活動しています。
タイトルにある通り、NBRPイネが保有する遺伝資源を国内外
の研究者に最大限活用してもらえるよう、様々な取り組みを
行っています。NBRPイネが保有する遺伝資源は、Oryza属21

種1700系統を超える野生イネ系統ならびに、野生イネに関連
する実験系統（前回のニュースレターでも紹介した染色体断
片置換系統群他）、各種突然変異系統などの栽培系統に由来す
る実験系統があります。これらの系統を利用者の皆様の研究
に役立てていただくために、私たちに何ができるのかを日々考
え活動しております。
　NBRPイネリソースを多くの研究者に使ってもらうには、ま
ずは広報活動が重要と考えています。このため、本ニュースレ
ターの刊行に加え、昨年度に引き続き関連学会でのブース出
展などを通した広報活動を行いました。2018年度は、第16回イ
ネの機能ゲノミクスに関する国際シンポジウム(ISRFG)が東京
農業大学で開催され、ブース出展をとおして海外のイネ研究
者にもNBRPイネリソースとその活動を知ってもらう良い機会
となりました。ブースへは多くの国内外の研究者に足を運んで
いただき、英語版のニュースレターも多くの外国からのイネ研
究者の手に取っていただきました。また、今年度は遺伝研がホ
スト役となりイネ遺伝学分子生物学ワークショップが開催さ
れました。その際に、遺伝研の野生イネ温室の見学や、染色体
断片置換系統群が育成されている実験圃場のオー
プンフィールド見学会も開催されました。このよう
な活動を通し、少しでもNBRPイネリソースが研究
者の身近なものとなることを期待しております。
　NBRPイネは中核機関として遺伝研、分担機関と
して九州大学の体制で運営しています。今年度は、
分担機関である九州大学の農学部が箱崎地区か
ら伊都キャンパスに移転という大きな出来事があ
りました。研究・教育はもちろんNBRPイネの事業
に影響が出ないよう、移転作業を完了させるには

一方ならぬ苦労があったことと想像致します。九州大学では、
伊都キャンパスに新たな実験水田を開田しました。2018年9月
29日に、開田式が執り行われ、私も参加させていただきました
（写真参照）。多数の人材・材料が育成された100年以上の歴史
ある移転前の実験水田以上に、新たな実験水田が研究・教育、
またNBRP事業で活用されることを祈っております。
　さて、NBRPイネではリソースに関する情報をOryzabase 

(https://shigen.nig.ac.jp/rice/oryzabase/)から発信しています。
リソースの検索、形質や採集地・時期などのパスポートデー
タはOryzabaseからご覧いただけます。また、研究に必要なリ
ソースはOryzabaseから注文できるようになっています。是非
Oryzabaseを一度ご覧になってください。Oryzabaseの中には、
Oryzagenomeというページがあり、ここでは、NBRPイネが保
有する各種野生イネのゲノム情報が格納されています。昨年
のニュースレターでも紹介しましたが、ゲノムブラウザー上で
野生イネの日本晴ゲノムに対するSNP検索することも可能で
す。また、野生イネのNGSデータの取得もDDBJのDRAへのリ
ンクを辿れば可能です。少しずつですが、vcfファイルの公開
も進めています。これらの情報を皆様の研究にご活用いただ
ければと思います。
　今後も、NBRPイネリソースの安定的な収集・保存・提供業
務を続けるとともに、ゲノム情報などの積極的な公開を通し
て、より多くの皆様の研究にNBRPイネリソースが貢献できる
よう事業を進めてゆく所存です。NBRPイネヘのご支援賜りま
すようよろしくお願いいたします。

国立遺伝学研究所 ゲノム・進化研究系 植物遺伝研究室
ナショナルバイオリソースプロジェクト・イネ  課題管理者

佐藤  豊

2018年 9月 29日、九州大学伊都キャンパスの実験水田の開田式にて。小雨が降る中、
献水が行われた。

はじめに
　イネ属にはアジア栽培イネ (Oryza sativa L.)とアフリカ栽培
イネ (O. glaberrima Steud)の2種の栽培種が存在する。近年、O. 

glaberrimaはO. sativaが持たないストレス耐性遺伝子を持つことが
報告されている。このことは、O. glaberrimaがO. sativaを改良する
ための遺伝資源として利用可能であることを示している。しかしな
がら、O. glaberrima由来の遺伝子をO. sativaの品種改良に用いる
ことは困難である。それは、O. sativaとO. glaberrimaの交雑により
生まれる種間雑種が強度の不稔となるためである。本研究では、こ
の種間雑種不稔性の克服を目指し、O. sativaとO. glaberrimaの種
間雑種不稔の原因遺伝子座であるS1に着目して、突然変異処理によ
り、S1遺伝子座による雑種不稔が生じない新たな対立遺伝子を獲得
することを試みた。

イネの種間雑種不稔性
　O. sativaと、O. sativaの遺伝的背景にO. glaberrima由来の第6染
色体を導入した準同質遺伝子系統 (NIL)を交雑すると、得られる雑
種は花粉および種子の半不稔性を示す。この現象は、S1遺伝子座に
存在する2つの対立遺伝子、すなわち、O. glaberrima由来の対立遺
伝子S1

g (以前はS1と表記していたが、遺伝子座の名称との区別を明
確にするためにここではS1

gと表記する)、およびO. sativa由来の対
立遺伝子S1

s(以前はS1
aと表記 )によって説明される。ヘテロ接合体

(S1
g/S1

s)より生じる雌雄配偶子はS1
sを持つ場合にのみ選択的に致死

となり、結果として、花粉および種子の半不稔が生じる(図1)。さらに、
雑種の自殖後代へはS1

g対立遺伝子のみが伝達するため、遺伝子型
の分離の歪みが生じる。これまでの筆者らの研究から、S1遺伝子座
はイネ第6染色体短腕の約2Mb付近に位置付けられ、精密マッピン
グによりO. sativaの約40 kb領域に座乗することが明らかになった1)。
一方、この領域では、O. glaberrimaに20kb以上の挿入があること
が示され、S1遺伝子座の原因遺伝子は不明であった。最近のXieら
の報告によると、S1遺伝子座候補領域内のO. glaberrimaの遺伝子
OgTPR1をCRISPR/Cas9で破壊した突然変異体では、S1特異的な雑
種不稔が生じないことが示された2)。しかしながら、OgTPR1が雑種
不稔の誘導に十分かどうかは分かっておらず、S1による雑種不稔性
は克服できたとは言えなかった。

突然変異処理による中立的な対立遺伝子の
獲得　
　そこで、筆者らは、S1による雑種不稔性の克服を目指し、突然変
異処理により、S1

gおよびS1
sのどちらと雑種を作った際も稔性の雑

種となる「中立的な」対立遺伝子の獲得を試みた。O. sativaとNILと
の交雑により、合計2000個体以上のヘテロ接合体を作出し、交雑種
子に対して重イオンビーム照射による突然変異処理を行った。もし、
S1遺伝子に変異が生じれば、ヘテロ接合体であるにもかかわらず、
種子が稔る個体が得られるはずである。これら種子を圃場に播種し
て種子稔性でスクリーニングを行った結果、種子稔性が高い穂を得
ることができた。種子稔性が高い穂に稔った種子を自殖し、変異体
の固定を行った。その結果、O. sativaとNILのどちらとの交雑を行っ
た場合でも、得られた雑種で不稔を生じない変異体を得ることに成
功した (図2)。変異の原因遺伝子を遺伝学的にマッピングしたとこ
ろ、S1遺伝子座を含む領域にマップされることが明らかとなり、こ
の変異体は新たな中立対立遺伝子S1

mutを持つことが示された3)。

系統特異的な遺伝子の有無が種間の雑種不稔性に関与する

NBRPイネ遺伝資源を利用した最新論文成果概説

北海道大学大学院 農学研究院 植物育種学研究室

小出 陽平

図 2.中立対立遺伝子を持つ
変異体の表現型

変異体はO. sativa と NILの
どちらとの交雑においても
種子稔性の高い雑種を得る
ことができる。

図 1. S1 遺伝子の選択的配偶子致死作用
O. glaberrima 由来の対立遺伝子を S1

g、O. sativa 由来の対立遺伝子を S1
sとす

る。ヘテロ個体の配偶子形成において、S1
s型の対立遺伝子を持つ胚のうおよ

び花粉が特異的に退化することにより、S1
g型の対立遺伝子が優先的に後代に

伝達する。
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　次にSSP遺伝子のイネ属における分布を調べたところ、SSP遺伝
子はアジア栽培イネO. sativaとアジア野生イネO. rufipogonより
形成されるアジアイネジーンプールには存在しないことが示唆さ
れた。一方、この遺伝子はアフリカ栽培イネO. glaberrimaとアフリ
カ野生イネO. barthiiにより形成されるアフリカイネジーンプール
には高い頻度で存在していた (図3)。このことはアジアイネジーン
プールとアフリカイネジーンプール間での遺伝子の“有無”がこれ
ら2つの種間の生殖隔離障壁として働いていることを示している3)。
今後、SSP遺伝子の機能解析および分子進化学的解析を行うことに
より、イネ属の生殖隔離機構の成立過程の一端が垣間見えることを
期待している。

謝辞
　本研究では国立遺伝学研究所(NBRPイネ)から分譲を受けたイネ
属の系統を用いました。本研究の遂行にあたって、北海道大学農学
研究院の金澤章准教授、貴島祐治教授ならびに植物育種学研究室
の皆様、京都大学農学研究科の奥本裕教授ならびに育種学研究室
の皆様、国際農林水産業研究センターの福田善通プロジェクトリー
ダーに大変お世話になりました。イネの種間雑種不稔性の研究基
盤は北海道大学の佐野芳雄名誉教授が長い年月をかけて築き上げ
たものです。佐野先生の温かいご指導に改めて感謝申し上げます。

S1の雑種不稔性に関与する種特異的な遺伝子
　変異体のゲノムシークエンスを行ったところ、変異体ではS1遺
伝子座に座乗するS1 locus specific peptidase domain-containing 

protein (SSP) 遺伝子に5bpの欠失が存在することが明らかとなっ
た。SSP遺伝子はO. glaberrimaに存在する挿入領域に座乗してお
り、O. sativaでは相同な遺伝子が存在しない。SSP遺伝子に生じた
5bpの欠失がS1

mut対立遺伝子の原因であると考え、相補性検定を
行った。O. glaberrimaに由来する機能型のSSP遺伝子をO. sativa

に形質転換により導入し、変異体との交雑を行ったところ、雑種不
稔の表現型が相補されることがわかった。このことから、SSP遺伝
子はS1による雑種不稔を誘導するために必要な遺伝子の一つであ
り、SSP遺伝子に生じた5bpの欠失がS1

mut中立対立遺伝子の原因で
あることが示された3)。

図 3. SSP遺伝子の分布
SSP 遺伝子はアフリカイネジーンプール内の系統に高頻度で存在する。供試
した系統数を白字で表した。

参考文献
1, Koide, Y. et al . (2008) Sex-independent 

transmission ratio distortion system 

responsible for reproductive barriers between 

Asian and African rice species. New Phytol. 

179: 888-900.

2, Xie Y, et al. (2017) Interspeci�c hybrid sterility 

in rice is mediated by OgTPR1 at the S1 locus 

encoding a peptidase-like protein. Mol. Plant 

10: 1137-40.

3, Koide, Y. et al. (2018) Lineage-specific gene 

acquisition or loss is involved in interspecific 

hybrid sterility in rice. PNAS 115: E1955-E1962.

耐虫性のイネ遺伝資源
Column

<植物染色体工学の魅力＞
　学生のころ、任意のコムギ品種の染色体を１本丸ごと置
換する方法が、常脇恒一郎先生によって、雑誌「遺伝」(1970)

に紹介されているのに出会いました。なんと美しいストー
リーであるかと感動したことを覚えています。農学部の専
門課程に進学したころ、九州大学の佐藤光先生はMNU受精
卵処理によってあらゆる形質に関する突然変異体を収集さ
れており、その中に減数分裂期における染色体対合に異常

をきたす「解対合突然変異体(MM15)」がありました。MM15

は、対合異常のために自家受粉では全く稔りませんでした
が、正常花粉を授粉することにより雑種世代で、すべての染
色体に関する三染色体植物を生み出しました。異種染色体
添加イネと、この解対合突然変異遺伝子を組み合わせれば、
コムギで育成されていた「異種染色体置換系統」の作出が
できるかもしれないと、夢が膨らみました。
　1984年、イネの12本全ての染色体に関する三染色体植

九州大学大学院 農学研究院 植物育種学分野

安井 秀

物が完成したという2編の論文が、国際イネ研究所(IRRI)の
Gurdev. S.Khush博士のグループ（インド型イネ）と九州大
学の岩田伸夫先生のグループ（日本型イネ）から、それぞれ
報告されました。当時の九州大学では、この三染色体植物
のシリーズを利用して様々な突然変異遺伝子のイネ連鎖群
へのグループ分けを行っていました。二倍体であるイネで
は、三染色体植物に現れる形態的特徴を指標にすると、ど
の染色体が過剰であるかを容易に知ることができました。
全ゲノムを染色体ごとにブレイクダウンして特定の染色体
ごとの形態的特徴を観察したり、突然変異遺伝子の座乗染
色体を決定するという実験手法は理にかなっていたと思わ
れます。その後、私は、遠縁のアフリカ産野生イネの染色
体を１本丸ごと栽培イネに添加した異種一染色体添加系統
（Monosomic Alien Addition Lines）の作出に関する研究に
取り組みました。MAALの特性を原品種や三染色体植物と
比較することにより、この遠縁野生イネのもつ特性を決める
遺伝子のいくつかについてその座乗染色体を知ることがで
きました。

＜様々な環境下におけるイネ耐虫性の評価＞
　1990年、私は熱帯稲作の主要病害であるイネのツングロ
病ウイルスの媒介昆虫であるタイワンツマグロヨコバイに
対する抵抗性の評価試験をする機会に恵まれました。大学
院時代に作出したMAALを携えて、IRRIのKhush博士のも
と、研究する機会を与えられたのです。当時、IRRIには、イネ
害虫の抵抗性育種研究を推進していたKhush博士とともに、
日本の耐虫性育種研究の黎明期を金田忠吉先生とともに牽
引してきた池田良一博士が滞在しておられ、インド型イネの
病害虫抵抗性育種に関するプロジェクトを推進されていま
した。滞在中には各国の研究者から多くの刺激を受けるとと
もに貴重な経験を積みました。何よりの成果は、イネの耐虫
性研究のために有用な在来品種群の種子をKhush博士より
分譲いただいたことでした。後年、九州大学の研究圃場でそ
れらの系統をお見せした際、Khush博士が発した含蓄のある
言葉が思い出されます。「ヒデシ、この品種は他の耐虫性品
種とは違うと思うんだ」。これを、私なりに意訳すると「この
品種は私が観てきた耐虫性品種の中でも他の品種とは違う
何かを持っていると思うんだ」となります。それからさらに
十数年を経た今日でも、この品種は未だ遺伝解析の渦中に
あり、そのほかの品種を含めてそれぞれの耐虫性品種にど
のような遺伝基盤が備わっているのか、これからが楽しみで
す。
　一方、池田良一博士は、「安井さん、何回も栽培して選抜
することに意味があると思いませんか？」とおっしゃいまし
た。これには少し説明が必要です。「育種年限の短縮」は品
種改良における最も大きなテーマのひとつです。しかし、例

えば、葯培養などで早期に固定化を図った系統では、その遺
伝子型が示すパフォーマンスの情報は、何回も特性検定を
経験することに比べれば、限られます。つまり、育種過程に
おいて様々な環境下で特性検定を繰り返すことは、選抜さ
れた（選抜されつつある）遺伝子型の評価を確かなものとす
るために必要なプロセスではないだろうか、という問いかけ
でした。お二人の言葉は、様々な自然環境下において、生き
た遺伝資源を卓越した観察眼でもって観察する、そうした
機会の創出と活動の継続が、育種研究に大切であることを
教えていただいていたものと思います。

<遺伝資源保存の重要性>

　福岡市中洲の繁華街の一角に飢人地蔵というお地蔵さん
があります。江戸時代の1732年に長雨と秋ウンカ（トビイロ
ウンカ）の大発生によって甚大な被害がもたらされた「享保
の大飢饉」を後世に伝えたものです。南アジア起源であると
されるトビイロウンカは日本では越冬できず、毎年夏に中国
大陸の福建省から日本に飛来し、秋になって時として大増
殖します。遠縁・近縁の野生イネや南アジアの在来品種の
中には、トビイロウンカが寄生することを好まなかったり、
寄生できないものが含まれており、これらの品種が保有する
耐虫性遺伝子のタンパク質の同定も進んでいます。しかし、
もともとの野生イネや在来品種がなぜ耐虫性となるのかに
ついての詳細についてはまだわかっていません。トビイロウ
ンカ抵抗性の遺伝分析に関する最初の報告からほぼ半世紀
を経た今、責任ある研究機関における耐虫性の品種や系統
の増殖と保存、これらの遺伝資源を様々な観点から利用す
ることができる環境の維持管理の重要性を痛感しています。

舘岡亜緒博士によってケニアで収集されて以来半世紀以上に渡って
学術利用されてきた野生イネ
上：Oryza punctata W1514系統の種子
下：日本型品種「日本晴」の玄米（左）と比較したW1514系統の玄　
米（右）
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1. 野生イネ栽培のスタート地点：発芽
　野生イネ栽培は、その「野生」の性質のため、栽培イネより手のか
かることがある。それを承知の上で栽培を始めるユーザーの参考に
なれば、との思いから、野生イネ栽培過程での経験談をお伝えした
い。
　日本で野生イネを栽培する際の最大の壁は出穂させることと考え
ているが、そもそもスタート地点にも壁がある。すなわち、発芽させ
られない、という壁である。確かに野生イネ種子は栽培イネに比べ
て発芽させるのにコツがいる。今回、野生イネ栽培の基本として、そ
のスタート地点である、種子を発芽させる段階での注意点を述べた
い。

2. 種子の休眠打破：芽出しの前に高温処理
　殆どの野生イネが持つ「野生」の性質として、種子の強い休眠性
がある。発芽させるための芽出し処理に先立って、殆どの野生イネ
種子は人工的な休眠打破処理が必要である。
　遺伝研で行っている休眠打破処理は、籾殻のついたままの種子
を一定期間高温下（恒温器内）に置く方法である。私が行っている
処理条件は、主に次の３パターン（温度、期間）のうちの1つである。
42℃、約2週間。45℃、約1週間。50℃、3～5日間。高温になるほど種

子へのダメージのリスクが大きくなると考えられるので、種子の希
少性などを考慮し、ダメージと処理効果、そして（現実的な）日数短
縮のトレードオフで、これら3パターンを使い分けている。

3. 芽出し処理：傷つけ等の工夫　
　野生イネは給水前に籾殻を除去し、種皮に引っ掻き傷をつける方
が発芽しやすい（図a）。これは、野生イネの種皮は栽培イネに比べ、
水を浸透しにくいことが理由の一つであるゆえかもしれない。
　また、発芽が遅い時、傷をつけ直すと発芽することもある。私の経
験では、芽出し処理後23週経過した4粒の種子に傷をつけ直したら、
その5日後に3粒、15日後に残りの1粒が発芽した。
　野生イネ種子の芽出し処理は、栽培イネと同様に、ろ紙を敷いた
シャーレを用いるが（図b）、GGゲノム種など、ろ紙上（シャーレ）で
発芽しにくい種子の場合、MS寒天培地を使うと発芽しやすくなる場
合がある（図c）。写真の15mlチューブを使うのは小野（望月）さん
の発案で、そのまま6葉齢まで育苗できる。

4. 発芽のばらつき：発芽が遅い種子も存在する
　野生イネ種子は発芽まで日数がかかる場合が珍しくないのでご注
意頂きたい。私の経験では、恒温器内（28℃）の芽出し処理種子を、

水・ろ紙を週１回交換しながら観
察し続けたところ、最長26週目に
発芽した例がある。この事例では、
同一系統の種子のうち、一番早い
発芽が3日後であり、発芽タイミン
グのばらつきは極めて大きい。種
子が硬いうち（腐らない限り）は発
芽の可能性があり、ある日突然発
芽するのだ。
　私のこれまでの観察によると、
これら寝坊助（休眠からの目覚め
の遅さ）度合いには、おそらく種間
差や種内差があり、そして同一個
体由来の種子間にも差が見られる
こともあるようだ。野生環境では
寝坊助の方が発芽時の悪条件を回
避できる場合もあったゆえだろう
か？だから「野生」は面白い。

野生イネ栽培の基本：発芽について

Technical Tips

国立遺伝学研究所 技術課（植物遺伝研究室）

古海 弘康

図：芽出し処理の方法

Oryzabaseの歴史と今

　ナショナルバイオリソースプロジェクトには、原核生物から動植物ま
で、全国に30のリソース拠点が存在しています。それぞれの生物ごとに
Webサイトが公開されていますが、NBRPイネのOryzabaseはその中で
も、トップのアクセス数をほこるWebデータベースです。サイトにアク
セスする利用者は毎月1万人に上ると推定されます。NBRP第4期2017年
4月から2018年10月までのアクセスログを国別に分析すると、表に示す
ように上位10カ国にはアジア各国が並んでいます。閲覧数＋利用者数
では日本が1位ですが、中国、インドがそれに続くなど、イネ研究のアク
ティビティを表すものとなっています。

　Oryzabaseは、野生イネのコレクションや実験変異体などイネの系
統情報の公開と配布を主たる目的にしていますが、アクセスログを
見ると、その他にも人気のコンテンツがあることがわかります。中で
も人気の高いのが『イネの探索旅行記』で、その次が『Rice Genetic 

Newsletter』のページです。また、『遺伝子』や『Rice ID checker』もよく
利用されているサービスです。NBRP第4期では、2018年のNewsletter

でご紹介したようにゲノム情報にも力を注いでいるところです。
　今では当たり前になった、こういったWEBサイトですが、Oryzabase

はいつ頃始まったのでしょうか。少し、その歴史をさかのぼってみま
しょう。NBRP情報センターに残っている資料、2013年のバイオリソー
スニュースレターの記載によるとOryzabaseの公
開開始年は1996年とされています。1996年はまだ
NBRP開始前で、その当時のデータベースはサー
バーには残っていません。そこで、Web Archive

の力を借りて探ってみると、1998年の遺伝研の生
物遺伝資源サイトの中にRICE Genetic Resources 

DB in JAPANというリンクが見つかりました。そ
の後、2000年になってOryzabaseという名称が初
めて出現しましたが、その時の画面は残っておら

ず、2001年のアーカイブにようやく原始Oryzabaseサイト（バージョン
1.2.1）を見つけることができました（図1）。
　このサイトのAbout the Databaseを開いてみるとThe Oryzabase 

consists of five parts, (1) genetic resource stock information, 

(2) gene dictionary, (3) chromosome maps, (4) mutant images, and

(5) fundamental knowledge of rice science. と書かれていて、現在の
Oryzabaseの原型がすでに出来上がっていたことがわかります。この翌
年2002年にイネゲノムのドラフトシーケンス、2004年には国際イネゲ
ノム塩基配列解読プロジェクト(IRGSP)による完全解読が発表されてい
ますので、Oryzabaseは系統とゲノムをつなぐ先進的なデータベース
であったことが分かります。
　Oryzabaseバージョン1、イネゲノムの公開と前後して、2002年に
NBRPが開始されました。研究室に残っていた2003年のPlant & Animal 

Genome Conferenceのポスター発表のファイルの中に、バージョン3

の画面が残されていました（図2）。この時すでに現在のOryzabaseの
元になるデザインになっていたことがわかります。この後、データベー
スの構築にオントロジーを用いたり、自然言語処理による遺伝子アノ
テーションを行うなど、情報技術によるデータベースの高度化が進め
られました。その当時、想像していない展開があったとすれば、植物
のゲノム解析が今のように高速に出来るようになったことではないで
しょうか。
　最後になりますが、Oryzabaseは遺伝研・植物遺伝研究室の倉田の
り先生、系統情報研究室の山崎由紀子先生のリーダーシップのもとた
くさんの人々・機関の協力により構築されたものです。科学的な発見
に比べるとデータベースは業績として認められにくいものですが、女
性研究者2人が中心となり、イネ研究の発展のために尽力されたこと
は研究所の歴史の中でもトップレベルの業績であると思います。第4期
NBRPイネでは今後もOryzabaseの理念を継承し、よりよいデータベー
スの構築を目指します。

Oryzabase Now

国立遺伝学研究所 生物遺伝資源センター バイオリソース情報部門

川本 祥子

図 2 図 1 

閲覧数 利用者数
Japan 1,174,803 11,126

China 497,428 7,794

India 315,142 16,633

United States 225,652 21,545

Korea 90,591 3,034

Taiwan 77,336 2,498

United Kingdom 62,260 3,366

Philippines 37,478 3,806

France 35,733 1,661

Indonesia 30,604 3,325
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2018年度 活動報告

2019年度 イベント案内

オープンフィールド見学会

イネ遺伝学 · 分子生物学ワークショップ

オープンフィールド
見学会

NBRP イネ運営委員会

本年度はオープンフィールド（野生イネ遺伝資
源見学会）第1回を7月に遺伝研でイネ遺伝学 ·
分子生物学ワークショップと同時に開催し、第
2回を9月に遺伝研と九州大学の新キャンパス
（伊都キャンパス内 水田圃場）にて開催しまし
た。ワークショップや開田式に合わせて開催し
たことで、多くの参加者に野生イネ及び野生イ
ネ由来の実験系統を見学いただけました。

2018年7月5日–6日に遺伝研にて、イネ遺伝
学 ·分子生物学ワークショップを開催しまし
た。ワークショップ参加者からイネ研究コミュ
ニティーのニーズを集めるため、若手WGメン
バーによるポスター発表やランチミーティン
グも実施しました。

2019年度もオープンフィールドを遺伝研と九州大学で開催する予定です。野生イネ及び野生イネ由来の実
験系統の見学ができるように準備を進めております。NBRP系統の中で、圃場において実際の植物を観察 ·        
調査したい系統などございましたら、メール（nig_open�eld@nig.ac.jp）にてご連絡いただければ、極力ご希
望に応えたいと思います。

各種学会等で展示会を行う予定です。ご興味のある方はぜひお立ち寄りください。

本年度は、12月13日に情報・システム研究機構において、NBRPイネ運営委員会を開催しました。

学会での広報活動
25th ICSPR/国際植物生殖会議 2018
（6月に長良川国際会議場にて）

16th ISRFG/第16回イネの機能ゲノミクスに
関する国際シンポジウム
（9月に東京農業大学にて）

日本植物学会第82回大会
（9月に広島国際会議場にて）

日本育種学会第134回講演会
（9月に岡山大学にて）

第41回日本分子生物学会年会
（11月にパシフィコ横浜にて）

野生イネ関連の
研究集会

NBRP
イネ広報活動

野生イネ関連の研究集会が12月に国立遺伝学研究所で開催予定です。皆さまのご参加をお待ちしており
ます。
遺伝研研究会「Oryza属ゲノム情報を活用した遺伝的多様性研究の推進」
2019年12月12日－13日（予定）
国立遺伝学研究所 宿泊施設2階セミナー室

オープンフィールド第 2回（9/27 遺伝研）

若手WGメンバーと有志によるランチミーティング

国際学会における NBRPイネ展示会
（9/5 16th ISRFG）


